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PIP_2による心筋緩除活性型遅延整流性K^+チャネル
の制御とその生理的意義の解明
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としてよく知られている.すなわち，アドレナリン受容体 (α1)，ヒスタミン受容体 (H1)， ATP受
容体 (P2Y)等の Gqタンパク連関型受容体の刺激は，ホスホリバーゼ C (PLC)を活性化して細胞膜
構成リン脂質であるホスファチジルイノシトール 4，5・ピスリン酸 (PIP2) からイノシトール 1，4，5・トリ
スリン酸 (IP3) とジアシルグリセローノレ (DG)を産生する.これらの 2種類のセカンドメッセンジャ
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4. P2Y受容体刺激により活動電位持続時間(APD)は2相性に短縮するが，初期相 (ATP投与 l分以
内)はムスカリン性カリウムチャネノレ(JK，ACh)の活性化が，後期相 (ATP投与 1分以降)は JKsの増
大が主に関与している (APD:コントロー ノレ， 6.1:!:5.2 ms;初期相， 19.9:!:1.6 ms;後期相，35.4主2.9
ms， n = 5).すなわち，細胞膜PIP2はチャネル (IKsおよびIK，Ach)活性の修飾を介して心筋APDの
調節にも関与している.これらの実験結果により，ほ乳類心筋細胞において細胞膜PIP2による JKs
の修飾はGq-PLCと連関した受容体による膜興奮性の制御に密接に関わっていることが強く示唆
された.
このように，細胞膜PIP2による心筋ιの抑制作用は，P2Y受容体やαl・受容体刺激による JKsの増大作
用に密接に関与していること，さらには細胞膜PIP2はJKsやJK.AChのイオンチャネル活性の制御を介して
心筋細胞の活動電位持続時間の決定に重要な役割を果たしていることが明らかとなった.
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